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テュービンゲン大学（ドイツ）のホルガー・ツェッレンティン教授に、新約聖書のマタイ

福音書において語られているイエス像をテーマとする宗教史の講義をしていただきました。

講義では、「私が来たのは律法や預言者を廃止するためではなく、完成させるためである」

（マタイ 5：17）というイエスの山上の垂訓の言葉を、ユダヤ教の神殿が崩壊した後の時代

に生きたマタイがどのように解釈したのかが説明されました。そして、その解釈が古代末期

のキリスト教の教父たち、タルムードや『トルドート・イェシュ』などのユダヤ教の文学、

そしてイスラームの教典であるクルアーンにおいてどのように受容されたのかが、豊富な

事例とともに類型的に示されました。 

 続いて、レスポンダントの志田が、マタイ福音書のイエス解釈が中世のユダヤ人によるキ

リスト教論駁書のなかでどのように批判されたのかを例示しました。 

 ツェッレンティン先生を招へいし、このような貴重な機会を与えてくださった主催者の

山城貢司博士（東京大学先端科学技術研究センター研究員）に厚く御礼申し上げます。 
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